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雪舟『天橋立図』（国宝）
背景の山の中腹に西国三十三所第28番 成相寺がある

造形計画2B_2019 【京芸十九孔巡り】
地と図の相互関係から風景へのアプローチを実践的に研究してき
た2019年度造形計画2Bでは、京都芸大キャンパス内に見いださ
れる周囲とは異質な特異点を「孔」と捉え、西国巡礼などを参照し
ながら、京都芸大内に「孔」という札所をめぐる巡路を設定し、新し
い環境の捉え方を試みる。設定されたのは以下の19箇所である。

京芸十九孔

第一番： 巡礼のため立入禁止
第二番： 電池の穴場？
第三番： 気分のあな
第四番： ぎやつぷ
第五番： 存在の孔
第六番： 縦穴／横穴
第七番： アマゴエ
第八番： 年に一度の活躍を待つ孔
第九番： 不確定な現実
第十番： 空想所－そらおもうトコロ－
第十一番：風景の鍵穴
第十二番：地下への巡礼
第十三番：孔道
第十四番：入り口
第十五番：空の浴槽
第十六番：アンフラマンス／ノン・アンフラマンス
第十七番：潜む異世界
第十八番：灯のための窓
第十九番：ひみつきち

巡礼には白装束、数珠などの「持ち物」が必須ですが、京芸十九孔巡りでは、
孔から抽出したかたちの札を各自首からかけることが必要となります。
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6番「横穴」平井
此処は重力に対し垂直
方向への横穴。あたか
も洞窟のような穴の奥
まで吹いた風は壁に当
たって最深部で凪ぎ、
ただ神聖な静謐を醸し
ている。前後、又左右
の壁によって起こる、
穴の外とは違う反響音
。己を以て享受せよ。

4番「ぎやつぷ」小田中
穴は隔絶された空間である。周囲とは匂
いも温度も違う。埋まっているものが違
えば、手触りだって変化するかもしれない。
今回はで食堂の隅という場所だが、出来
るだけ視覚を使わずそれ以外の感覚で穴
を感じて欲しい。

5 番「存在の孔」竹中
あるかないか　あったのかなかったのか　
ぽっかり空いた穴のむかいに　似たようなも
よう　大きな木あるかないか　あったのかな
かったのか　誰も知らない　存在の穴

1番「巡礼のため立入禁止」溝口
「あな」は平らな場所に起こる特異点
である。造形計画 2B では、学科の
講義であるのにも関わらず教室を飛
び出して孔の巡礼を行う。誰もいな
い教室のあなは、「巡礼する」という
特異な授業を表す証明である。

15番「空の浴槽」森崎
浴槽のように、水が溜まっていない時、
本来の池としての役割を失い休眠して
いるような、時間による穴ができる。
雨が降り水が溜まればまた池となる。

17番「潜む異世界」棟
入り口の散乱した木材と壁の落
書きが人を寄せ付けずひっそり
と存在している。しかし上がっ
ていくと誰かの作品の跡や何層
にも塗り重ねられた壁中の落書
き達がこの場所の時間と歴史を
語り異空間を作り出している。

19番「ひみつきち」小寺
生垣に作られたメンテナンス用
の孔から枝に囲われ葉の屋根に
覆われてできた空間に入り込
む。そこは外からはわからない
小さな孔。昔秘密基地を作った
ように思うままに飾り立てると、
自分たちだけの空間へと変化し
ていく。

18番「灯のための窓」落合
この照明のためにあけられた窓
は人間にとってあまりに不可解
なものである。この大学のトマ
ソン的建造のひとつをしっかり
と味わってほしい。

11番「風景の鍵穴」山内
遠近の様々な構造物が折り重なるこ
とによって、その中心には遠景の空
を強調的に見せるような孔が生じ、
結果として欠如・実在の主従が転換
している。これは視界が平面として
捉えられることで初めて発生する孔
である。

14番「入り口」高橋
植木、木々、建物、空…そ
の向こうには何があります
か？あなたの心の中にある新
しい世界を想像してみてくだ
さい。この入り口から新しい
あなたへ。

2番 「電池の穴場？」前
ずっと昔からありそうで、時々フタも
動いている。誰かが使っていそうな
感じがするのに、誰に訊いてもこれ
が何なのかわからない。

3 番「気分のあな」前
階段をテンポよく降りていくと、体に
心地よく重力がかかる。降りてすぐ、
ぽっかり見えてくる空を眺めながら降
りていくと、見える風景のアングルが
大きく変わっていく。立ち止まって眺
めると、景色はゆっくり変化する。

12番「地下への巡礼」伊藤
管、パイプはその土地を巡る物であ
り巡礼という言葉と重なる部分があ
ると思う。この音楽棟の管は突如
スロープのとなりに裏の世界から表
に飛び出てきており、下の世界を
想起させる。また形状からお地蔵
様のような神様にも見える。

こうどう
13番「孔道」櫻井
不自然な溜まり方をした落ち葉に
よって形どられた孔。普段は地と
して存在する地面が、孔になるこ
とで図として立ち上がってくる。
時間が経っても変わらずそこにあ
るこの孔は、目に見えないなにか
の存在を感じさせる。

7番「アマゴエ」阿部
ここは音の孔。雨の日のみ現れる
孔。そばに立つと地下から雨の声
がする。雨の強さによりその声色
は姿を変える。孔の奥には昨日か
今日か、どこから来たのか雨水が
うたいながらながれてゆく。

8番「不確定な現実」下村
かつてゴミ捨て場として使われて
いたが、現在は放置され閉じられ
た場所としてぽっかり孔が空いて
いる。鏡は内側と外側、時間と空
間などつねに外部との相互関係を
生み、またそこにもう一つの孔とし
て存在している。
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元コンサートステージ。近隣への迷
惑を避けて、今は目的を失った場所。
代わりに、自分にとって価値ある時
間の過ごし方を見つける事が出来る。
ステージ側から見上げると六角形に
切り取られた空が見え、既に自分が
孔の底に落ちて居る感覚になる。

10番「空想所－そらおもうトコロ－」酒井

アンフラマンスとは M. デュシャンによる極薄、
超薄などの意味のある用語である。コンクリート
の窓とそこにはめられた厚ガラス、その連続的な
つながりは、はたしてアンフラマンス的であるの
か、アンフラマンス的でないのか。

16番「アンフラマンス／ノン・アンフラマンス」落合

この階段はほぼ使われない。しかし
年に一度この階段がおおいに活躍す
るのが、芸祭の GMG の公演の大道
具を運ぶ際だ。年に一度の活躍を待
ち、普段の存在感を消した孔である
この階段は、異空間のものに見える。

9番「年に一度の活躍を待つ孔」野儀
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